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論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究は、東アジアの中央部を東西に横切る照葉樹林文化の領域（以下、対象とする文化領域）に居住する
民族の高床系の住まいと揚げ床系の住まいを対象に、住空間を生みだしている原理つまり空間的秩序を追究し
て、その共通性と個別性を明らかにすることを期している。すなわち住まいの系列ごとに、事例的に選んだ個
別の民族の住まいと住生活の諸要素の関係から、住まいをつくりだしている空間的な秩序をとらえようとした。さら
に両者を比較して、対象とする文化領域での住まいの空間的な秩序の共通性と個別性を明らかにしようとした。 
 本論文は、序論、本論、結論からなっており、本論部は独立した二部から構成されている。本論部の第一部
は、対象とする文化領域に居住する諸民族から高床系の住まいに居住する民族を選び、第二部は、揚げ床系の
住まいに居住する民族を選んで、それぞれ住まいをつくりだしていると考えられる空間的な秩序を、人びとの
空間に対する認識および日常的・非日常的な行動に視点をおいて追究したものである。 
 本論部の第一部は四章から構成されている。第一部第一章は、中国雲南省西双版納のダイ族自治州に居住す
るダイ・ルー族の住まいを、第一部第二章は、中国雲南省孟連ダイ族ラフ族ワ族自治県に居住するダイ・リャ
ム族の住まいを、第一部第三章は、中国雲南省孟連ダイ族ラフ族ワ族自治県に居住するラフ・ナー族の住まい
を、それぞれ対象にしたものである。また、第一部第四章では、高床系の住まいをつくりだす空間的な秩序を
述べている。 
 本論部の第二部は三章から構成されている。第二部第一章は、韓国の伝統的な農村部の住まいを、第二部第
二章は、日本の伝統的な農村部の住まいを、それぞれ対象にしたものである。また第二部第三章では、揚げ床
系の住まいをつくりだす空間的な秩序を述べている。 
 本論部につづく結論部では、高床系の住まいと揚げ床系の住まいの居住面の構成を述べて、両者に共通する
地面から距離をおいた床面と身体を低くする行動のしかたを指摘した。さらに対象とする文化領域には、内部
空間の分節のされかたからみて、ふたつの系列の住まいが並存することを見いだした。 
 つづいて、空間認識と行動のしかたから空間概念の共通性と個別性を追究し、高床系の住まいと揚げ床系の
住まいでの内部空間の認識のしかたの違いを、空間概念に現れる家族と外部社会との関係および空間概念の日
常性と非日常性から指摘した。 
 結論部では、さらに精霊信仰、祖先崇拝などの信仰および生活規範をもとにする空間的秩序をとりあげて、
住まいにおける聖と俗、男と女などの二元的に対立する概念の存在を指摘したうえで、住まいと集落の空間的
秩序の相似性を述べている。また高床系と揚げ床系の住まいに、心的中心と生活中心という二元的な概念を象
徴する空間の存在を見いだしている。さらに住まいの空間的な構成に関わる象徴性を述べて、対象とする文化
領域に対照的な空間構成原理が並存することを指摘した。 
 本論文では、以上の対象事例の分析を通じて、対象とする文化領域における住まいをつくりだす空間的な秩
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序の普遍性の解明に接近しようとした。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 居住空間の設計計画においては、空間各部をどのように配置するか、すなわち、空間的な秩序が課題の一つ
になる。その空間的秩序は、多くの場合、住み手や使い手の文化的価値観を反映している。したがって、住み
手・使い手の文化価値観を把握することによって空間的秩序を把握することができ、居住空間の設計計画に際
して一つの合理的根拠を得ることができる。 
 本論文は、東アジアの中央部を東西に横切る照葉樹林文化領域に居住する民族の高床系の住まいと揚げ床系
の住まいを対象に、住空間をつくりだしている空間的秩序を明らかにし、また、その共通性と個別性を明らか
にすることを目的としたものである。 
 本論文は、序論、本論、結論からなり、本論第一部は高床系の住まいについて、第二部は揚げ床系の住まい
について、実証的に論述している。第一部は四章からなり、第一章は中国雲南省西双版納のダイ・ルー族、第
二章は中国雲南省孟連県のダイ・リャム族、第三章は中国雲南省孟連県のラフ・ナー族を対象にし、それぞれ
の高床系の住まいをつくりだす空間的な秩序について述べ、第四章で高床系の住まいをつくりだす空間的な秩
序の共通性と個別性を明らかにしている。第二部は三章からなり、第一章は韓国の伝統的な農村部の住まいを、
第二章は日本の伝統的な農村部の住まいを対象として、揚げ床系の住まいをつくりだす空間的な秩序について
述べ、第三章で揚げ床系の住まいをつくりだす空間的な秩序の共通性と個別性を明らかにしている。 
 結論では、高床系の住まいと揚げ床系の住まいをつくりだす文化的枠組みの比較をおこない、以下の知見を
得ている。 
 1)高床系の住まいと揚げ床系の住まいは、ともに地面から距離をおいた床面を主要な居住面としており、身
体を低くして上下足を分けるという生活行動、住様式には共通性がある。 
 2)高床系の住まいには、住まいの内部を上位の場と下位の場に分ける空間概念、火を扱う場所を住まいの中
心とする空間概念、住まいを奥と手前に段階的に分ける概念、住まいを内部と外部とに分ける空間概念、など
が共通している。また、揚げ床系の住まいには、住まいの内部空間を上位の場と下位の場に分ける空間概念、
手前と奥、オモテとウラのように住まいの各部と対社会との関係を意味する空間概念、住まいの内部と外部と
を分ける空間概念が、共通して存在する。 
 3)高床系の住まいの空間概念は、家族の守護霊、集落の守護霊などの精霊信仰に結びついて継承されており、
揚げ床系の住まいの空間概念は、同族の祖霊を祀る祭祀あるいは家族の祖霊を祀る祭祀に結びついており、形
をかえながらも継承されている。 
 4）高床系の住まいの中には空間的な上位下位関係という「生活方位」があるが、それは集落の精霊の位置す
る方向を上位とする集落空間の「生活方位」と合致する。それに対して、揚げ床系の住まいでは、集落空間の
方位性が与える影響は希薄で、住まい内部の空間的上位下位関係は外からの来客に対してオモテ側を上位とす
る「社会的方位」に規定されていると考えられる。 
 5）民族の住まいにおける空間的秩序の概念は、婚礼と葬送に代表される非日常生活の場面でより明確になり、
これらの非日常的生活は、民族に継承されてきた行動様式の記憶をよみがえらせる装置となっているものと考
えられる。 
 6）高床系の住まいと揚げ床系の住まいには、男の領域と女の領域が存在し、また、住まいの中に精霊信仰・
祖霊崇拝の心的中心と、イロリなど火にかかわる生活中心が存在している、という共通性がある。 
 以上の知見は、今日の居住空間が使い勝手など機能中心の設計計画に偏重している傾向に対して、居住空間
の設計計画に際して考慮すべき生活的な意味、とりわけ文化的な意味の重要性を指摘している。 
 本審査委員会は、以上の評価に基づき、本論文を博士（学術）の学位を授与するに値するものと認定した。 
